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１．はじめに 

武蔵ヶ丘ニュータウン(以下武蔵ヶ丘 NT)は熊本県

熊本市と熊本県菊陽町の境界線上に存在しており、武

蔵ヶ丘団地を分断する形で市と町の境界線が横断して

いる。現在はこの市と町の境界線における武蔵ヶ丘団

地の分断による問題の把握や現状の把握が行われてお

らず、分断が与えた影響は未だに明確化されていない。 

本研究では、熊本市郊外履歴を記述することを目的

とする。市町の境界線及び武蔵ヶ丘 NT の境界線に着目

することで、郊外部の開発、郊外形成の変遷を分かり

易く的確にとらえることができると考えた。  

２．郊外化のメカニズム  

本章では、近代の日本から発生した郊外モデルの提

示を行い、熊本市における郊外形成の概要を整理した。 

(1)郊外化への流れ 

近代日本において日本は第二次世界大戦後に高度

経済成長期を迎え、都心部の人口増加や工業の発展、

都心部の就業人口増加を経て都心部における住宅不

足、新規住宅建設の困難が生じた。そのため人口が

郊外へと分散し、都市化の流れと共に大都市周辺を

覆っていく形で郊外化が進行してきたといえる。 

(2)熊本市における郊外 

表 1 より、1931 年から町村の熊本市への編入・合併

が始まっている。これは熊本市が都市として大きくな

る動きを見せている。1960 年代に入ると、区画整理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業と共に編入・合併した地域に団地の造成が始まっ

ている。後を追うように武蔵ヶ丘 NT 周辺にも団地の造

成が始まっている。これは熊本市において郊外地域の

広がりが始まっていると考えられる。 

(3)本研究の位置づけと境界線の定義 

武蔵ヶ丘 NT における研究としては石川の研究や境

界線に着目したものでは中川らの研究がある。既往研

究においては境界線と郊外形成を関連付けたものはあ

まり見られない。そこで本研究では熊本市と菊陽町の

境界線を熊本市における都市問題の最前線であると捉

えて、地形図、都市計画図を用いた分析・考察を行う。

郊外の開発を歴史的かつ視覚的に整理する点に特徴が

あるといえる。 

３． 武蔵ヶ丘 NT周辺における開発の履歴 

本章では、武蔵ヶ丘 NT 周辺における郊外としての広

がりを整理した。そこで都市形成について 25000 分の 1

の地形図を用いて示す。都市形成や郊外化の動きを視

覚化する。 

(1)武蔵ヶ丘 NT周辺の概要 

武蔵ヶ丘は熊本市北東部から菊陽町に跨っている広

大なニュータウン区域の拠点である。1970 年代初頭に

熊本ではまだ珍しかった高層集合住宅を建設し、これ

を核としてその周囲に一般住宅や公園が取り巻くニュ

ータウンが形成されていった。この付近の境界線は非

常に複雑になっており、境界線の境目が人目にはわか

りにくくなっている。菊陽町には「菊陽町武蔵ヶ丘○

丁目」という地名があるが、熊本市にも「熊本市北区

武蔵ヶ丘○丁目」が存在しており、住民の混乱を招い

ている。 

(2)武蔵ヶ丘 NT周辺の成り立ち 

武蔵ヶ丘 NT は 1970 年代に熊本市街化区域、市街化

調整区域に菊陽町が指定され、武蔵ヶ丘団地が造成さ

れだしたことから、本格的に NT としての成り立ちが見 

えてくる。 

図 1-①より 1940 年代にはまだ森林などが広がり、住宅

などもまばらに存在しており、あまり手が加えられて 

いない。この時期は菊陽町として合併する以前のもの 

表 1 熊本市の都市開発年表 
西暦 和暦 社会の動き 熊本市交通整備の動き 市町村合併の動き
1926 昭和元年 熊本市をはじめ全国２５市が市街地建築法の適用を受ける
1927 昭和2年 熊本市営乗合バス運行開始

川尻電車の開通
1928 昭和3年 豊肥本線の全通
1929 昭和4年 熊本市電２期線開通

熊本市動植物園開園式
1930 昭和5年 都市計画法による熊本風致地区の指定
1931 昭和6年 国府第一土地区画整理の施行(組合） 熊本駅前から大江町に至る軍用道路の１部が竣工 白坪村の熊本市編入

1932 昭和7年 水前寺土地区画整理の施行（組合） 画図村合併
大江東部土地区画整理の施行（組合）

1933 昭和8年 阿蘇山大爆発、降灰による被害
1934 昭和9年
1935 昭和10年
1936 昭和11年 健軍村合併
1937 昭和12年
1938 昭和13年 熊本市営バス、木炭バス運行開始
1939 昭和14年 清水村合併
1940 昭和15年 川尻村・力合村・日吉村合併
1941 昭和16年
1942 昭和17年
1943 昭和18年
1944 昭和19年 熊本市初空襲、花園町柿原に爆弾投下
1945 昭和20年 熊本市にニ度の大空襲 市電健軍線(水前寺～健軍間）開通

太平洋戦争終結
復興国土計画、一級都市指定の熊本都市構想が成る

1946 昭和21年
1947 昭和22年 戦後復興一地区土地区画整理事業の施行
1948 昭和23年 戦後復興ニ地区土地区画整理事業の施行
1949 昭和24年 区画整理に伴いわかりやすい町名、町界、地番に改称
1950 昭和25年 熊本市営住宅の抽選会が開催（倍率７８倍）
1951 昭和26年 市営バスの第二環状線運行開始
1952 昭和27年 市電健軍線の複線化完了
1953 昭和28年 県下に集中豪雨・熊本市を中心に大水害 水害後１ヶ月で市電復旧、熊本駅前～辛島町間の運行開始 飽託郡御幸村、田迎村を熊本市に編入

飽託郡高橋・城山・池上村を市に編入
災害仮設住宅が大江町渡鹿、黒髪町宇留毛、出水町今、健軍町

1954 昭和29年 神水、出水、健軍町にかかる１００坪の区画整理のため測量の開始 熊本市電上熊本～藤崎宮線が開通 上益城郡秋津村を熊本市に編入

1955 昭和30年 土地区画整理法施行 飽託郡松尾村を熊本市に編入

菊池郡津田村、原水村、上益城郡白水村が合併して菊陽村になる

1956 昭和31年 飽託郡託麻村大字保田窪、新南部を市に編入
健軍町６０００番地が東町、東本町など８町名に決まる

1957 昭和32年 熊本市大水害　井芹・坪井川が氾濫 飽託郡竜田村、小島町を市に編入

1958 昭和33年 飽託郡中島村を市に編入
1959 昭和34年 熊本市江南地区区画整理開始
1960 昭和35年 神水・健軍・出水各町において区画整理開始 健軍町に熊本空港オープン
1961 昭和36年
1962 昭和37年 飽託郡託麻村戸島地区が農業構造改善酪農パイロット地区に指定
1963 昭和38年
1964 昭和39年 熊本市第一次総合計画基本構想策定

田崎橋の架け替え完了
1965 昭和40年 南熊本駅前広場の完成 熊本市電川尻線の廢止

国道３号線バイパスの開通
1966 昭和41年 熊本市託麻に託麻団地が完成 ワンマン電車登場 熊本市営住宅が清水町新地団地に184戸、高平に２５戸完成。

託麻村長嶺に熊本総合鉄工団地が完成
1967 昭和42年 熊本市交通センター起工式
1968 昭和43年
1969 昭和44年 熊本市交通センタ-オープン
1970 昭和45年 熊本市街化区域、市街化調整区域に熊本市、菊陽町、合志市、嘉島町、益城町が選定 熊本市電上熊本～藤崎宮線、南熊本～辛島線廢止 飽託郡託麻村を市に編入
1971 昭和46年 熊本市が商業近代化地域の指定を受ける 高遊原(菊陽町、大津町、益城町)に新熊本空港が開港

熊本市基本構想を策定
1972 昭和47年 熊本市電の水道町～子飼橋線廢止

熊本市龍田に楠団地が完成
1973 昭和48年 都市計画、用途区域設定される

1931年の白坪村の熊本市
編入をきっかけに熊本市
が都市として大きくなる動
きを見せる

1953年～1958年熊本市への
編入最盛期
飽託郡御幸村、田迎村
飽託郡高橋・城山・池上村
上益城郡秋津村
飽託郡松尾村
飽託郡詫麻村大字保田窪・
新南部
飽託郡竜田村・小島町
飽託郡中島村
以上の町村を熊本市に編入

都市として大きくなる動
き

市町村合併の動き

交通網の広がり

1945年に熊本市電の路
線が熊本市に編入され
た健軍地区まで延長され
た。

1952年には熊本市電健
軍線の複線化が完了し
た。
このように編入した地域
への交通網のつながり
が見られた。

熊本市交通網の動き
1931年から土地区画整理事業が
各地域で開始された。

1944年熊本市が空襲にあう
1948年から戦後復興と地区画整
理事業が開始される

各地の土地区画整理事業が終
わった後に1966年には託麻団
地、1972年には楠団地が造成さ
れた。

1931年の土地区画整理事業開
始をきっかけに、編入された地
区も区画整理が行われた。
その後、編入された地区に団地
の造成が始まり、郊外の広が
り、郊外地区としての開発が行
われてきた

土地区画整理事業の開始

熊本市社会の動き



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

であり、図 1-①に見えるのは菊池郡津田村と熊本市に

おける境界線である。1955 年に菊池郡津田村、原水村、

上益城郡白水村が合併して菊陽村となっている。 

図 1-②より 1950 年代には広葉樹林が切り開かれ、平

地となる部分が増えている。この時期には菊陽村が町

制の施行により、菊陽町になり町として大きくなる動

きの 1 つとして開発が行われてきたことが読み解ける。 

図 1-③より、沖畑団地が造成され、周辺にも徐々に

住宅が増えている。さらに小学校が建設され、人口の

流入も見られるため郊外としての開発が顕著に現れて

きていることが分かる。 

図 1-④より、武蔵ヶ丘団地、すずかけ台団地、永江

団地の造成も完了し、周辺の住宅も非常に増えている

ことがわかる。小学校や大学も建設され、武蔵ヶ丘地

区が NT としての開発がほぼ完了したことがわかる。 

このように地図を利用して変遷を追うことで武蔵丘

NT 周辺の郊外としての広がりを視覚化することがで

きる。 

４． 境界線に着目した武蔵ヶ丘 NT周辺の空間分析 

周辺にある菊陽町に属している光の森ニュータウン、

熊本市に属している龍田ニュータウンとの比較分析を

行い、2500 分の 1 の都市計画図を用いて変化の履歴を

詳述する。 

(1)調査・分析手法 

第 3 章で用いた地形図をもとに境界線の変化してい

る部分を抽出する。その変化点を 2500 分の 1 の都市計

画図を用い、詳細なスケールでの土地利用変遷を追う。

さらに変化点の現地調査を行い、現状の把握を行う。 

(2)分析と考察 

武蔵ヶ丘 NT 周辺で特に境界線が変化していた部分

は図 1西南部に見える龍田 NT 周辺であった。この場所

は菊陽町と熊本市の境目に属しており、各年代におい

ても変化が見られた。龍田 NT 付近には 1970 年代に団

地が造成され、1980 年代には住宅地が増加しており、

郊外としての開発が顕著に見られると考えられる。 

５．考察、まとめ  

 本研究では，熊本市郊外の履歴を歴史的に整理し、

郊外の変遷を地形図・都市計画図を用いて視覚化する

ことができた。 

[参考文献] 1)菊陽町史 菊陽町教育委員会 1997,2)新熊本

市史 通史編 第 6 巻  図-1武蔵ヶ丘 NT周辺の土地利用変遷図 
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